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幼稚園と小学校には、教育の内容や方法、環境などに段差があり、小学校に入学した子どもたちの

中には、新しい環境になかなかなじめない子どももいる。このような中、幼稚園と小学校が連携し、

幼児期にふさわしい主体的な遊びを中心とした総合的な指導から、児童期にふさわしい学習などの指

導への移行を円滑にし、一貫した流れにしていくことが重要である。 
本研究会議では、幼稚園生活から小学校生活への接続を円滑にしていくためには、教師が段差を低

くしていくことや、子どもが新しい環境の中で主体的な取組をしていけるようにすることが大切であ

ると考え、この時期における教師の援助の在り方を探ることにした。               

そのために、幼稚園５歳児と小学校１年生の生活や授業の様子などの事例から、「段差」「子どもの

育ちや経験のつながり」「遊びから学習へのつながり」などについて考察・分析をしながら研究を進

めた。 
その結果、教育の内容や方法、子どもの実態などの共通するところ、違うところ、つながっている

ところが分かり、接続を円滑にしていくための教師の援助の在り方や留意したいことが分かった。ま

た、段差が子どもの成長にとって意味があることも分かった。 
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Ⅰ 主題設定の理由 
１ 幼稚園教育要領、幼児教育振興プログラムから 
 社会環境・自然環境・家庭環境など、子どもを取り巻く環境の変化が子どもの発達の過程にも影響し、

経験や体験の不足や社会性の未熟さなどが問題となってきている。このような背景の中、「生きる力」

の育成のため、幼稚園から高等学校までを一貫した学校教育の流れとしてとらえていくことが求められ

ている。また、幼児教育から高等教育までの全体を通じた連携・接続の課題が指摘されている。その中

でも幼児期から児童期、すなわち幼稚園から小学校にかけての接続は、教育課程の在り方に大きな変化

がある時期でもあり、幼稚園で育成した「生きる力」の基礎や、生活及び学習の基盤を小学校につなげ

ていくという点で重要であると考える。 
幼稚園教育と小学校教育との連携については、幼稚園教育要領の中で「幼稚園においては、幼稚園教

育が小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通して、

創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにすること」１）

  と述べられている。また、幼児

教育振興プログラムの基本的考え方の中でも、 
・「幼稚園教育の展開に当たっては、集団生活を通じて、幼児一人一人の発達に応じ、主体的な活動

としての遊びを通して総合的な指導を行い、『生きる力』の基礎や小学校以降の学校教育全体の生

活及び学習の基礎を培うという基本に立って、教育活動及び教育環境の充実を図る」 
・「幼稚園教育と小学校教育との間で円滑な移行や接続を図る観点に立って、幼稚園と小学校の連携

を推進する」２）

 と述べられている。 
そして、小学校学習指導要領、第１章総則第４指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項２－(10)
においても、幼稚園との連携や交流を図ることが明確に示されている。 

 
２ 研究のねらい 
接続を円滑にしていくためには、幼児期にふさわしい主体的な遊びを中心とした総合的な指導から、      

児童期にふさわしい学習などの指導への移行を円滑にし、一貫した流れにしていくことが重要である。

しかし、幼稚園と小学校の教育は、それぞれに独自性をもっており、教育の内容・方法や環境などに違

いがある。それらの違いによって小学校に入学した子どもの中には、なかなか学校生活になじめない子

どももいる。 
楽しい幼稚園生活から楽しい小学校生活への接続を円滑にしていくためには、段差を低くしていくこ

とと、子どもが新しい環境に主体的に取り組めるようにしていくことが大切であると思われるが、その

ためには、子どもを支える教師の援助が必要であると考える。 
そこで、本研究会議では、研究のねらいを接続を円滑にしていくこととし、そのための教師の援助の

在り方を探っていきたいと考え、主題を次のように設定した。 
〈主 題〉 
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１）

  文部省『幼稚園教育要領』大蔵省印刷局 1998年 ｐ．14         
２）

  文部科学省「幼児教育振興プログラム」 2001年 3月 

幼稚園生活から小学校生活への接続に関する研究 
―接続を円滑にしていくための教師の援助の在り方を探るー 



Ⅱ 研究の内容 
１ 研究の方法 
 本研究会議では、図１の研究の構想図のように日常の子どもの姿を通して、幼稚園と小学校の教師 

が互いの教育内容や方法、子どもの理解を深めながら、研究を進めていくことにした。 

（１）文献や先行研究などから幼小連携の在り方を知る。                        

○文献や先行研究、研修員のこれまでの実践を、幼小連携の意味や必要性や課題などについて知る 
手掛かりとする。 

（２）幼稚園から小学校への段差を探る。 
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○小学校入学当初の 1年生の生活の様子を知り、 

 幼稚園の生活と照らし合わせることで、幼稚 

園から小学校への段差を探る。 

・段差としてとらえたこと ・段差の感じ方  

・段差を乗り越えていった要因                          

（３）幼稚園と小学校のつながりについて探る。 

○幼稚園での育ちや経験のつながりを探る。                               

○幼稚園の遊びから小学校の学習へのつながり 

を探る。                                           

楽しい幼稚園生活

楽しい小学校生活

段差
教育の内容　方法
環境の違い 接

続

（４）事例を基に幼稚園生活から小学校生活へと           【図１ 研究の構想図】      

円滑に接続していくための教師の援助の在り方を探る。 

  

２ 幼小連携について      
 幼稚園と小学校の教師に「幼小連携の取組を行っているか。」と尋ねると、「小学校の運動会に参加 
している。」「生活科の授業で一緒に焼き芋の会をしている。」のような答えが多く、「幼小連携イコー 
ル幼小交流」ととらえている傾向が強い。しかし、交流は連携をしていくための一つの手段であると 
考える。川崎市立幼稚園は昨年まで小学校の付属幼稚園であり、園長と校長が兼務であったことや隣 
接した場所にあったなどの利点を生かして各園で幼小交流を実践してきた。４名の研修員のうち３名 
は幼小交流の経験があり「同学年の中ではなかなか力を発揮できなかった子どもがキラリと光ること 
がある。」「小学生に教えてもらうことで遊びが広がった。」など交流のよさを感じている。しかし､事 
前事後の打合せが不十分であったために、互いの子どもの姿を理解し合うことや次の活動につなげて 
いくことができなかったという反省点が出された。また、幼児教育の振興に関する調査研究協力者会 
合の中間報告においては「幼稚園、小学校のそれぞれの教師が共通の子ども理解をもち、互いの教育 
についての理解を深めることが重要である」３）

  と報告されている。 
 そこで本研究会議では、幼小連携を 
 
 

 
 
３）

  文部科学省「幼児教育の振興に関する調査研究協力者会合の中間報告」2000年７月 

幼稚園と小学校の教師が互いの教育の違いやよさを知り、それぞれの教育を

よりよいものにしていくこと 
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ととらえ、「子どもの発達を長期的に見通すこと」「連携を通して互いにメリットがあること」を大切

にしながら研究を進めていくことにした。 
 

３ 幼稚園生活から小学校生活への円滑な接続について 

本研究会議の中では、主題の中の「接続を円滑にする」という言葉を、幼児期から児童期の発達を踏

まえながら、 
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ととらえた。また、何の支障もなくすんなりと移行することだけを指すのではなく、段差によって戸

惑ったり立ち止まったりしたとしても、試行錯誤の中で行きつ戻りつしながら課題を乗り越えていくよ

うな姿も大切であると考える。 
                                

４ 幼稚園と小学校の段差について 

本研究会議の中では、幼稚園と小学校における段差を 
 
ととらえた。 
（１）段差としてとらえたこと 
   幼稚園と小学校につながりをもたせるために、まず何が段差になっているのかを、幼稚園と小学校の
互いの生活を照らし合わせることで探った。                                

学校教育法・幼稚園教育要領・小学校学習指導要領、幼稚園と小学校のいくつかの事例や文献から、

次のようなことが段差としてとらえられた。      

表１  段差としてとらえたこと  

 幼稚園 小学校 
学校教育法 〈第７７条〉 

幼稚園は幼児を保育し、適当な環境を与えて、そ

の心身の発達を助長することを目的とする。 

〈第１７条〉 
小学校は心身の発達に応じた初等教育を施す

ことを目的とする。 

 
目 
 
的  〈幼稚園教育要領〉 

環境を通して、幼児期にふさわしい生活の中で遊

びを通した総合的な指導、一人一人の発達に応じ

た指導を行う場。 

〈小学校学習指導要領〉 
教科を通して､知識・技能を身につけながら、

自ら課題をみつけ、それを解決していく力をつ

けていく場。 
 
 
学び方 
（教育の内容や 

方法など） 

・遊びを中心とした生活。 
・指導計画を立てる時にねらいを設定し、幼児の

興味・関心に基づいて展開する活動にあわせて

柔軟にねらいを設定し直す。         

・ねらいは方向目標である。 
・一人一人の興味、関心に応じた多様な活動が、

同時並行的に展開されることが多い。   

・各教科の学習を中心とした生活。 
・指導計画に基づいてねらいと指導内容が明確

に示された授業が時間割に沿ってすすめら

れる。 
・ねらいは到達目標である。 
・自らの課題に個々に取り組むこともあるが、

学級全体で同一テーマについて学ぶ時間が

多い。 
 
 
人 

・教師との距離が近い。 

・子どもや教師の人数が少ない。 

・5歳児は幼稚園の中では最年長である。 
・まだ幼稚園だから→もうすぐ 1 年生だからとい

う親の意識。 

・親と一緒に（または途中まで）登園する。 
・親からの情報が入りやすい。 

・幼稚園に比べて教師との距離が遠い。 

子どもや教師の人数が多い。 

・1年生は小学校の中では最年少である。 
・もう 1 年生だからという親の意識。 
・兄弟や近所の子どもと一緒に（または一人で）

登校する。 
・親からの情報が幼稚園に比べて入りにくい。

施設 ・小さい・狭い・少ない ・大きい・広い・多い 
時間 ・一人一人の発達に即した指導を行い、時間の区

切りが穏やかである。  
・学習の時間と休憩時間の区切りが明確であ

る。 
場 ・自分で活動の場を選ぶことが多い。  

・机と椅子が常設していないことが多い。 
・課題や目的に合わせて場を選ぶ。 
・教室に机と椅子が常設してある。 

 
 
環 
 
 
 
 
境 
 
 
 

物 ・幼稚園バック、リュックサックー軽い。 ・ランドセルー重い。 

幼稚園と小学校の教育課程や教育の内容や方法の違い、人的・物的環境の違うところ 

・幼稚園生活から小学校生活へと子どもの育ちや経験をつなげること 
・互いの教育の独自性を生かしながら教育の内容や方法につながりがあること 
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（２）段差の感じ方 

段差としてとらえられたことを子どもがどのように感じているのかを、入学当初の子どもの様子か 

ら探った。 

【喜びや自覚を感じていると思われたこと】                 Ａ小学校 ５月  
見学者（○幼教師・・・幼稚園の時の担任）との会話の中で 見学者が感じたこと 

がんばろう 
○幼教師「Ａ子さん、学校面白い？」 
Ａ児 「うん、新しいランドセル見たい？」 
○幼教師「うん。」 
Ａ児はわざわざロッカーからランドセルを持ってきて見せて

くれる。 
○幼教師「いいねー。1年生だね。」 
Ａ児 「うん。でも重いよ。Ａ子幼稚園の時より力もちになった

みたい。」 
○幼教師「そうだね、すごいね。」               

 
・幼稚園の時は、登降園時、母親にかばんをもってもらうこと

の多いＡ児だった。1 年生になったことの誇りや喜びが伝わ
ってきた。 

 
・幼稚園の修了前にはよくランドセルや机のことが話題にのぼ

る。「おばあちゃんに赤いランドセル買ってもらったんだ。」

などとうれしそうに話す姿から大きな期待があることが分か

る。新しいことやものに出会うことへの喜びが感じられた。

やってみよう 
○幼教師「Ｂさん、学校面白い？」 
Ｂ児「うん、面白いよ。」 
○幼教師（笑って）「ぼくやらないよ、見てる。なんて言ってない？」

Ｂ児「ないない、だってぼく 1年生なんだよ。」        

 
・幼稚園の時には、失敗を恐れて新しいことに向かっていくの

にとても時間がかかり、個別に対応することが多かったＢ児

であった。前向きな姿勢に成長を感じた。 

【不安や戸惑いを感じていると思われたこと】                Ａ小学校 ５月 

子どもの様子 研究会議の中で話し合ったこと    不安や戸惑いの原因   

教師とのかかわりを求める 
・教師に名札をつけてもらう。 
・「先生、先生」と授業中でも話しかけ、一

対一の対応を求める。 
・教師の体に触れる。  
・授業中「おなかが痛い。」「トイレに行きた

い。」と言う子どもが数名いる。 
授業中あきてしまう 
・机をがたがたさせる。 
・椅子にきちんと座っていられず足を横に出

したり、滑り落ちそうになったりする。  
・教師の指示とは違うことをする。 

・入学当初は、環境の変化や、はじめてのことに慣れないことに加えて、友達とも

あまりつながりがないので、教師を求めるしかないのではないか。 
・机が並んだ環境は、教師との距離を遠くする。位置的に遠いことで心理的にも遠

く感じてしまう子どももいるのではないだろうか。 
・訴えてくる子どもは内面の問題が多くあるように思う。 
・まず教師を求める部分は幼稚園と同じである。 
・教師は一人一人の子どもの要求にとてもていねいに対応していた。 
 
・幼稚園では自分のペースで動いていることが多く、一日の中で椅子に座っている

時間が少ない。机・椅子などの学習体制や全体の課題に慣れていないようである。

・きちんと座っている子どももいて個人差が大きい。 
・「座っていなければいけない」という自覚はもっていると思われる。 

 
母親と離れることが不安 
・母親と一緒に登校する。 
 

・母親とのかかわりについては、幼稚園は母親と一緒に、または、途中まで一緒に

登園することが多いが、小学校は友達や兄弟・近所の子どもと一緒に、または一

人で登校する。「不安だから一緒にいてほしい。」という思いがあるのだろう。 

   

（３）段差を乗り越えていった要因 

５月と７月における学級全体の様子を比較することと、入学当初から「おなかが痛い。」と訴えてく 

ることが多かったＣ児が、学校生活に楽しさを感じられるようになっていった過程を振り返ることから、

段差を乗り越えていった要因を探った。 

【学級の子どもたちの事例から】                            Ａ小学校 

５月 ７月     変容したこと   
教師とのかかわりを求める 
 
 
授業中あきてしまう 
 
母親と離れることが不安 
 
 
友達とのかかわりがあまりない 
 
 
準備は教師がする 
・教材（算数ランド）の準備は、教師が一
人ずつ手渡しで行う。 
休み時間は知っている友達と遊ぶ 
・友達を求めてじゃれ合うこともあるが、
同じ幼稚園や保育園から来た子ども同士
２～３人で教室で遊ぶ。 

・分からないことについての質問はするが、授業中の個人的な言葉かけや「おなかが
痛い。」などの訴えはない。 
 
・椅子に座っていることに少し慣れてきた様子である。          
 
・母親と一緒に登校することはなくなった。          
・子どもの友達関係が気がかりな親がいる。                   
 
〈算数の授業〉 
・友達が分からなくて困っている時、教師の「ちい先生になって教えてあげて。」の
言葉かけに、先に終わった子どもが席を立ち、すぐに教えてあげる。 

 友達に手伝ってもらうことで、不安そうにしていた８人の表情が和らぐ。 
・教師の手を借りずに、グループごとに取りに行く。同じグループの子どもから「行
こう。」「順番だぞ。」などの言葉かけがある。 

・友達を誘いながら校庭にボールを持って出て行き、７～８人で、自分たちで作った
ラグビーのような遊びをする。    
・友達と一緒に、図書室、裏山などの場を選んで遊んでいる。 



 

〈段差を乗り越えていった要因〉 
・５月と７月の子どもの様子を比較してみると、学級がとても落ち着いてきた。それは、入学当初、教師がじっくりと子どもに接

することで、子どもの新しい環境に対する不安が小さくなり、子どもたちにとって学校が安定できる場所になってきたためと思

われる。教師との信頼関係が土台となり、安心して生活していけることは、幼稚園でも同じである。また、心の安定には、友達

とのつながりも重要になってくると思われる。 

・具体物で示す、授業時間を少しずつ延ばしていったり、手遊びをしたりなど幼稚園とのつながりをもたせるようにしたことで、

新しい環境に慣れていったことも大きく影響していると思われる。 

・親にとっても、小学生になると、子どもの様子を知る機会が減り、心配になることもあるのではないのだろうか。小学校生活で

大切にしていきたいことや子どもの実態などを家庭に理解してもらう工夫をしていく必要があると思われる。 

 

【Ｃ児の事例から】  
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Ｃ児の様子 教師の援助 段差を乗り越えていった過程 

（気持ちの変化） 

 
１学期 
・授業中、席を立って「おなかが痛い。」と

教師に訴えてくることが多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・描いたり作ったりする時、思い悩み、思う

通りにいかないと表情が暗くなる。 

 
 
 
 
 
 
・訴えを聞き入れ、「トイレに行っておい
で。」 とやさしく言葉かけをしたりおな
かをさすったりする。③ 
・おなかが痛いのは不安な気持ちの表れで

あろう。教師に目を向けてほしいのだろ

うと思い、できるだけＣ児の気持ちを受

け入れる。④       
・親に家庭での様子を聞き、Ｃ児について

一緒に考えていく。⑥ 
・「すごくすてきじゃない。」「それでいい
よ。」などと認め、気持ちを楽にして取
り組めるようにする。⑤ 

 
２学期 
・友達ができて一緒にいることが増え、教師へのかかわりが減る。⑦ 
１１月 
○「体育の授業」の中で⑧ 
・かかしのように両手を広げ、片足を上げて教師が３０数えるまで動かない。 
・Ｃ児は、１､２回目は失敗するが、３回目は成功する。⑩ 
教師「やってみてどうでしたか。」 
Ｃ児（手をあげて）「どっか見てやったらこつが分かった。例えば(校庭の)木あるでしょ、
ずっとそこ見てると動かないよ。」と後ろを向いて、木を指す。 

・4 回目も成功する。他の子どもの中で、Ｃ児のまねをして、後ろ向きになって挑戦し成
功した子どもが４、５人いる。教師「Ｃさんのまねをしたらできた人もいたみたいです

ね。」 
○「おはなし会」の中で 
・絵本の読み聞かせの後、本を自由に読む時間が１０分程ある。 
・Ｃ児は、見学者に「これ、読むの。」と『カレーライスはこわいぞ』（童話）の本を見せ

る。そして「読めるよ。」と言って、指で字を追いながら読んで聞かせてくれる。⑨ 
「でもね、最初はね、こうやって(一字一字ゆっくりと指しながら) あ・り・ま・し・
たって読んでたけどね。」続けて「学校で教えてもらって、家でもお母さんに教えても 
らったら上手になってきたの。」と自信ありげに言う。⑩ 

  
不安 戸惑い 
・知っている人がいない 

・分からない① 

 
 
安心 
・先生がいれば大丈夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で 

だ 

 
  

・自分のやり方

よかったん

居場所 
 

揮 自己発

・ああやってみよう 

 
  達成感 

・やったー 

 
感 自己充実

・できた 

  
 自信

・やればできる 

 

楽しい 

 

 
〈Ｃ児にとっての段差〉・・①② 
・幼稚園の時には何事にも意欲的に活動していたＣ児は、小学校に入学し、新しい誰も知らない環境に戸惑いを見せた。また、物事

に完璧を求めてしまうことでよりプレッシャーを感じ、一学期には主体的に活動することができなかったのであろう。     
〈Ｃ児の支え〉 
・教師のかかわり・・・教師はＣ児の思いを受け入れ、性格を理解した上で、まず心の安定が図れるようにしていった。そうす 

③④～⑤    ることで時間はかかったが、不安が少しずつ解消されていったのではないかと思われる。入学当初、心のよ

りどころとしての教師の役割は大きい。 
・友達とのかかわり・  １学期、Ｃ児の家が学校から遠く、近くに遊ぶ友達がいなかったが、２学期に入って家が同じ方向の仲⑦

良しの友達や、わくわくプラザの友達ができ、そのことで気持ちが安定したこともあると考える。            

・「失敗しても大丈夫」 

という気持ち・・教師や友達によって自分の居場所を見付けられたＣ児は、気持ちを安定させて新しいことに取り組みそ 
⑧⑨～⑩     れができたことで次への意欲につなげていった。新しいことが“楽しい”と思えるようにすることが大切で

あると考える。そのためには、「失敗しても大丈夫」「できなくても大丈夫」と感じられるように、周りの教

師や友達が温かい目を向けていくことが大切であると考える。                     

・家庭との連携 ⑥・・ 母親にＣ児の様子を伝え、状態を理解してもらった。      

 

支
え 

（
教
師
） 

（
友
達
） 

（
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
と
い
う
気
持
ち
） 

【担任がとらえたＣ児の性格】 
・とてもまじめで、物事をきちんとし

なければ気が済まない。②    



【段差のまとめ】 
幼稚園と小学校には（表１）でとらえたように教育の内容・方法や環境などに様々な段差がある。 

 それらの段差を子どもの様子から探ってみると次のようなことが分かった。 

 

５ 幼稚園から小学校へのつながりについて 

幼稚園生活から小学校生活への接続を円滑にしていくための教師の援助の在り方を探るために、「育

ちや経験のつながり」と「遊びから学習へのつながり」について主体的な取組の姿の視点から見ていく

ことにした。 

（１）育ちや経験のつながり 
 幼稚園での育ちや経験がどのように小学校につながっていくのかをＤ児の事例から探った。 

【Ｄ児の事例から】 

Ｄ児について・・・他の幼稚園において４歳児保育を経験している。年子の弟がいる。 
○幼稚園での様子 

 Ｄ児の気持ち 
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○段差の感じ方の個人差 
同じ段差であっても喜びであったり、不安であったりするなど段差の感じ方には個人差がある。

新しい環境の中で、誰も知らないこと、生活の仕方が分からないこと、完璧にできなければいけな

いと思ってしまうことなどで、幼稚園での育ちや経験が小学校につながらず、その子どもがもって

いる力が発揮できないことがある。その子どもにとって何が段差となっているのかを把握した上

で、教師の援助を考えていくことが大切である。 
○子どもにとっての高い段差 
学び方の差や、生活のリズムの差は大きく、それらによって子どもが戸惑うことが多いと思わ 

れる。幼稚園での「主体的な遊びを中心とした総合的な指導」から小学校での「各教科の学習を中

心とした指導」 へのつながりをもたせていくこと、また、入学当初は、授業の時間を短縮するな
ど柔軟に考えることにより、小学校の時間の流れに、少しずつ慣れていけるようにすることが大切

である。 
○教師の配慮や援助で低くできる段差 
 段差には、施設の大きさや教育の内容など変えられないものもあるが、教師が、子どもの主体 
的な取組を気持ちの面から支えていくことで、低くできるものがある。 
・子どもの思いを受け入れながらじっくりと接していくことで、教師との信頼関係ができ「先生が

いれば大丈夫」という気持ちをもたせていくことができる。そして、信頼関係を基盤に友達との

つながりができてくると、自分の居場所を見つけ、安定していく。 
・「失敗しても大丈夫」「できなくても大丈夫」と安心させ、ありのままを認めていくことで、気持

ちを楽にして生活していけるようになる。そして気持ちを楽にすることで、新しいことへの取組

ができるようになる。 
 ・具体物を示して視覚に訴えたり、はじめてのことは、ゆっくりとていねいに説明することにより、

分からない不安を分かる楽しさに替えていくことができる。 
○意味ある段差                                      

・環境が新しくなることで、変化に期待をもち、気持ちを新たに頑張れることがある。 
・新しいことを学んでいくことで、自信をもったり、自分の成長を感じ取ったりして、次への意欲

につなげていく姿が見られた。段差は子どもの成長にとって意味があると考える。 

・僕の言うことを聞かないとダ

メ。 
・できないから、やりたくない。

・１番でなければ、いや。 

入園当初 
・同じ園からきたＥ児やＦ児を誘って、リードしながら遊びを進めることが多い。相手

が嫌がっていても気にする様子は見られない。 
・やりたい遊びに取り組むが、できないことがあると、すぐに遊びを変える。 
６月 
・椅子とりゲームをした時に決勝まで残るが、少しの差で負けて、準優勝になる。負け

た時点ですぐに顔を伏せずっと泣き通し、その場から動かずにいた。１０分ほど 
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して教師がＤ児に近付き、Ｄ児を膝の上に乗せ、「くやしかったね。でも２位はすごい

よ。」と声をかけると、大声で泣きながら、「１番になりたかった。」と言う。 
・２０分ほどして、教師に「また、椅子とりゲームやりたい。」と言う。 
９月 
・運動会の競技は、張り切って行い勝つために作戦を立てていた。紅白リレーでは、「誰々

のせいで負けた。」と言ってふてくされることがあった。ただ、いつまでも悔しがって

いるのではなく、フェンス越しに外を見て、気持ちに折り合いをつけていた。 
・朝、遅刻をしてきた時には、「首が痛い。」「おなかが痛い。」などと言って職員室に行

き、養護の先生とゆっくり過ごすことが何回かあった。 
１１月 
・ドッジボールでは、自分のチームが負けそうになると止めようとし、友達に意見をさ

れることがあった。 
・椅子とりゲームでは、また２位になった。教師はＤ児の顔を見てほほえみかけるとう

なずきほほえんだ。終わった後、「先生、ぼくがチャンピオンになるまでやって。」と

言う。 
２月  
・新しい遊具、ホッピングを出すと、すぐに興味をもって挑戦するが、なかなかできな

いので止める。しかし何日かして友達ができるようになると、また取り組みはじめる。

自由時間の２時間ずっと練習を続け、午後、急に１０００回以上跳べるようになり、

次は２０００回を目指す。日に日に上達し、回数では、幼稚園で一番になる。（１００

０回以上、２０分以上） 
・練習をしている友達のために、先生になり「もっと軽く。」「自分もジャンプするの。」

など自分の経験を交えて指導するようなった。時には、「失敗が大事。」「むずいんだよ

ね。」などとも言う。友達の成功を自分のことのように「先生みてみて、○○ちゃんで

きたよ。すごいでしょ。」とうれしそうに伝えにくる。 
・３月の発表会では、ホッピングの「長生きチャンピオン」として出場した。母親は遅

刻してきたため、Ｄ児の発表は見ていない。 
また、次に縄跳びや竹馬にも挑戦し、できるまで練習を続けた。 

 

・友達と遊ぶのは楽しい。 
・負けると悔しい。でも、友達と

一緒に遊ぶためには、我慢も大

事。 

・できなくても、失敗してもいい

んだ。       
・練習したら、できるようになる

こともあるんだ。 
・○○さんすごい！僕も頑張って

練習しよう。 

・やったー、できた。誰にも負け

ないようにもっと練習しよう。

・○○さんも頑張って。大丈夫。

僕もはじめはできなかったよ。

・他のことにも挑戦しよう。   

 幼稚園での育ちや経験 
・「自分が一番」から、友達のことも認められるようになったことは、大きな成長である。 
はじめは、自己中心的で、友達の思いに気付かなかったＤ児であるが、友達との遊びに楽しさを感じ、友達と遊ぶためには、

相手を受け入れることが必要であることを学んでいった。 
・自信のなさについては、自分なりの表現ややり方でよいことを知らせていきたいと思い、よい面を認めていくようにした。集

団の中で、気持ちを楽に生活していくことを覚えたことは、Ｄ児の気持ちに変化をもたらしたと考える。 
・時間の流れが緩やかな幼稚園の生活の中で、自分の思いでいろいろな環境にかかわりながら納得のいくまで取り組んだことで、

成功感や達成感を感じ、新しいことへの興味・関心につなげていった。 
・体を動かすという好きなことがあることで、負けたくないという気持ちを乗り越えて、ドッチボールやホッピングなどいろい

ろな運動に挑戦していった。    

○小学校での様子 

  
 

                                

  

 

 

 

入学当初 
・入学式当日、学級活動での呼名の時、不安そうな表情で返事をしていた。自己紹介の

時は、少し照れた様子で名前と得意なことを紹介した。 
・はじめて絵を描いた時、何を描こうかいろいろ迷っていたが、描くものが決まったら、

集中して取り組んでいた。 
・集団下校の時には、リラックスした様子で１組のＧ児（家族ぐるみの付き合い）と仲

良くおしゃべりをしながら帰っていった。 
1学期 
・Ｇ児が変なことを言ったり、ちょっかいを出してきたりして、困った様子であったが、

一方ではＧ児の面倒をみていた。 
・同じ幼稚園から来たＨ児と遊ぶことが多かった。 
・外遊びが大好きで得意のホッピングが使えるようになってからは、しばらくの間夢中

になって遊んでいた。男子の友達ができてからは、ドッチボールをすることが多くな

った。 
・給食当番を楽しみにしていて、「今度はいつできるの？」と聞きにくることがあった。

・友達がけんかをしていると、いきなり一方を攻撃して泣かせてしまうことがあった。

理由を尋ねると強い口調で言い張ることが多かった。 
・ひらがなの練習では、一画一画ていねいに集中して取り組み、間違いや直されたとこ

ろは納得するまでやり直して持ってきた。                    

・梅ジュースを作った時には、「水を入れないのにどうしてジュースができるんだろう。」

と不思議な様子で毎日観察していた。 
２学期 
・不安なことや心配事があると、納得するまで傍を離れないことがあった。 
・体育のボール投げゲームでは勝敗にこだわり、負けると「相手チームが反則した。」な

どと強い口調で言うことがあった。 
・休み時間には率先して校庭に出て、友達との遊びを楽しんだ。ボール遊びでは、友達

をリードしていたが、勝つための作戦がルール違反であると友達から指摘を受けた。

すると「じゃあいいよ。」と折り合いをつけていた。 

・自分で決めて、自分でやろう。 
・知っている友達といることで安

心。 
・遅刻や忘れ物はいや。 

 

 ・ホッピングは得意だよ。幼稚園

の時にやったよ。楽しかったよ。

・友達との遊びの方が楽しい。 
・給食当番、ひらがななど新しいこ

とは楽しい。 
・どうしてだろう、知りたい。   

 

 

 

 

 

・やっぱり勝ちたい。 
・一緒に遊びたいから友達の言うこ

とも聞こう。 

 



【育ちや経験のつながりについてとらえたこと】 

 Ｄ児の幼稚園での育ちや経験が、小学校にどのようにつながっていったかについて、次のようなこと

が分かった。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(２)遊びから学習へのつながり 
 幼稚園での遊びが小学校での学習にどのようにつながっていくのかを探るために、体験の中から学ん

でいることを考察した。 

①幼稚園の事例 「どろだんご」                   Ｂ幼稚園１年保育５歳児 

子どもの姿 遊びの過程・体験・子どもの思い 

１０月初 

 
 
 
 
・数人がやってきて一緒に作る。 
・たらいを囲んで子どもたちの輪ができ、話しながら作り始める。Ｉ児は後から参

加した友達に教える役になる。片付け近くになって、３歳児も加わる。 
・教師は片付けの時に、保存用のビニール袋を渡し、「明日もしようね。」と声を
かける。                 

・前日に作っただんごを手に持っている子どもがいたので、教師が子どもと一緒に
たらいとバケツを運ぶと、他の子どもも集まってくる。2 日目以降も一人が始め
るとその姿を見て始める子どもがいる。 
・作っている途中で力を入れ過ぎたり、落としたりしてだんごが壊れてしまう子ど

ももいる。しかし、自分なりにどうして失敗をしてしまったかを考えながら再挑

戦する。「ぎゅってやっちゃった。」 
・子どもたちが準備できるようにたらいをバケツに変え、場所もいろいろな所に動

かす。「○○ちゃんのが硬い。」「私○日目。」などの会話を楽しみながら作る。 
１０月後 

・Ｊ児は、昨日の続きをしようとだんごを手にすると壊れてしまい、「もうやら 

興味・関心 

先生は何をやってるんだろう  

面白そう  やってみよう 

何しているんだろう ① 

挑戦 

やってみたい ① 

友達とのかかわり→教えあい ② 

豪華な布、大事にしよう 

 

友達とのかかわり→興味 ① 

何をやってるんだろう  

やってみたい 

失敗くやしい 

探求どうして壊れたのだろう、強すぎ 

たのかな ⑤    繰り返し 

工夫今度はそうっとやろう ⑤ 

友達とのかかわり→遊びの共有 

～さんすごい 一緒に作るのって 

楽しい ③④ 

     

環

境

の

見

直

し

環境

設定

 

教師 
Ｉ児を誘い、教師が準備して、二人で作り始める。 

※幼稚園で思い切りこだわって遊んだ経験や楽しかった経験が基盤となって、小学校においても

新しいことへの意欲的な取組につながっていったと考える。 

※人とのかかわりについては、小学校に入ってもグループで楽しそうに遊ぶ姿が見られた。しか

し、思い通りにならなくても我慢するといったような気持ちを調整する力は、行きつ戻りつし

ながら伸びていくと考える。 

友達と遊びたいという強い気持ちで率先
して遊びを進めていたが、「ゲームに負け
ると相手を責める」などの姿も見られた。

友達と遊ぶことが楽しいという経験を
したことで、「自分が一番でなければい
や」という気持ちが少しずつ変化し、
友達との間で気持ちの調整が図れるよ
うになっていった。 

幼稚園での経験や育ち              小学校での姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

「新しいことにも挑戦したい」「どうなっ
ているのか確かめてみたい」という意欲的
な姿につながっていった。 

小学校でも好きな遊びができたことで、自
己発揮ができ、友達に認められた。そのこ
とで、自信をつけ、体を動かすこと以外の
文字や生活科の学習など新しいことへの
興味につながっていった。 

興味・関心があることにこだわりをもっ
てかかわり、充実感や達成感を味わっ
た。 

 
好きな遊びができたり、できることが増
えたりしたこと（ホッピング・ドッチボ
ール・竹馬など）で自信がもてた。 
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ない。」と独り言を言う。 （Ｊ児は自分の思いを表現することが得意でなく、
自信のなさがうかがえる。） 

・教師が「もう一度作ればいいよ。」と声をかけると初めから作る。 

・Ｊ児は、土の中に水を入れるが、量が多すぎて、ぐちゃぐちゃになってしまい、

困った顔になる。 

・教師が、「大丈夫だよ。倉庫の横から一緒に土を持ってこよう。」と誘い、バケツ

を二人で持って土を運ぶと、Ｊ児は、また新たに作り始める。 

・土をかけると、だんごの色や自分の手が白く変化することに気付き、「あっ、変わ

った。」と言う。 

・風が強く吹くと、バケツの中の土も飛ばされることに気付き、「あっ、前が見えな

くなった。土がなくなるー。」と言って土を手で押さえる。しかし、手の隙間から

土は飛ばされていく。「キャー！！」「目にも入った。」「だいじょうぶ？」と隣で

作っていたＫ児が言う。 

・二人は「固くなってきた。」「ちょっとつるつる。」などと会話をしながら、手を動

かす。 

・「今日は１個だけ作るんだ。」と言っていたＪ児は、一つできると、すぐに次を作

り始める。そして、最終的には、５個作り、布に大切にくるみ、ビニール袋に入

れて、そっと道具棚にしまう。 

・Ｌ児は乾いた土を早くかけ過ぎてひび割れる。Ｊ児「ぼくもさっきそうだった。」

・他にも自分の靴箱や道具棚に、布に包まれただんごの入ったビニール袋がそっと

しまってある子どもが 10名ほどいる。 

失敗 壊れた、もういや！ ⑤⑥ 

気付き そうっとしないと壊れる 

安心 再挑戦もう一度やってみよう ⑤ 

失敗 水が多すぎるとぐちゃぐちゃになる

どうしよう いやだ ⑤⑥ 

安心 そうか よかった 

再挑戦 もう一度やろう ⑥ 繰り返し 

気付き 乾くと色が変わる、土は風で飛ばさ

れる ⑤ 

友達とのかかわり やさしい ④ 

おしゃべりは楽しい ④ 

 繰り返し 

達成感 満足感～次への意欲 

やった！ もっとやりたい ⑦ 

大事にしよう 

友達とのかかわり→共感 安心 ④ 

みんなもそうなんだ もう一回やろう ⑥ 

頑張って作った宝物 ⑦ 

大事にしよう  

楽しい 

 
〈体験の中から学んでいること〉 
 主体的な活動としての遊びを通して、子どもたち一人一人が周囲の環境（人・もの・こと）にかかわりながら、 

何だろう  面白そう  やってみたいな  悔しいな   どうしよう   どうしてだろう  
分かった  楽しいな  すごいな     やったあ   もっとやりたいな 
などの感情体験をしている。その繰り返しの中で次のような力が培われていくと思われる。 

友達とかかわる力 

・友達がやっていることに興味をもって仲間入りする①    ・友達と教え合いをする②   
・友達を認める③    ・友達と遊ぶ楽しさや友達のよさを感じ取る④ 

 考えたり工夫したりする力、自分の力でやり通す力 

  ・失敗をし、その原因を考えて工夫し、新しいことに気付く⑤ 

  ・失敗しても諦めずまた頑張る⑥     ・頑張ってやればできるという自己有能感⑦ 

 
②小学校の事例「あきをたのしもう」 
生活科は、幼稚園教育とのつながりについても考慮してできた総合的な教科である。その授業を子ど

もの思いや活動を想定しながら、幼稚園と小学校の教師が一緒に立案し、実施した。 
〈生活科の立案・実施・考察のねらい〉 
  ○幼稚園とのつながりに配慮した授業を立案する。  ○小学校１年生の子どもの実態を知る。 
  ○遊びから学習へのつながりを知る。 
〈授業の立案〉 
○単元「あきをたのしもう －はな・はっぱ・たねであそぼうー」 
○活動の流れ 

・咲いた花を使って、どんなことができるか話し合う。（1時間） 
・花や葉を使って、自分がやりたい遊びをする。（２時間） 4時間（本時２／４） 
・自分の作品を発表し合う。（１時間）  

○本時の目標・・・育てた朝顔や身近にある花・葉・種を使って、自分なりに工夫して楽しむ。 
○立案の際、幼稚園とのつながりをもたせていったこと 
活動の場所 幼稚園では水を使う活動の時には、園庭やテラスなど活動がしやすい場の設定をしている。小学校におい

ては、①空間を広く使える､②テーブルが広く材料が置きやすい､③水道が近くにある､などの理由から、

教室ではなく図工室を使うことにする。 
ワークシート 目的意識をもって意欲的に活動することは、幼稚園と小学校ともに大切にしていることである。小学校に

入って、文字が使えるようになったという独自性を生かして、ワークシートを使い、①何をして遊びたい

か､②そのためには何を準備すればよいか､を書き、より活動の見通しが立てやすいようにする。 
経験の調査 設定した活動の幼稚園での経験の有無を事前に調査することで、経験の有無を知り、経験している子ども

が多いならば、その遊びをイメージしやすく、説明は簡単でよいなど、教師の援助の仕方を考える時の材

料にできる。 
分かりやすく 活動の場所ややり方の説明などが分かりやすいように大きく表示する。 
時間の保障 考えたり工夫したりできるような時間をできるだけ保障するために、授業以外の時間も利用する。 
実態に合わせる 子どもの実態に合わせて、活動の内容や時間を調整する。 
形にすること 最終的に形に残らなくても、遊んだ経験が心に残るようなことでもよいことにする。 
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○本時の流れ                      Ａ小学校１年 ９月１６日（火）図工室 
子どもの思いや願い・活動 援助と評価 

○本時の活動を確認する。 

 色水あそび たたき染め 色水でお絵かき    

 

種を使って 押し花 

  

・どんな遊びをしようかな 

・だれと一緒にやろうかな 

 

○花・葉・種で遊ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○楽しく活動できたか確認する。 

・こんなきれいな色ができました。 

・いい音の楽器ができたよ。 

・もっとやりたいな。 

〈全体への支援〉 

・ワークシートにより、事前に子どもたちが何をやりたいのかを調べ、

子どもの思いを大事にしたコーナー作りをする。 

・子どもの意欲に対応できるように、前もって草花の収集や道具の準備

をするなどをして、できるだけ材料を用意しておく。 

・考えたり試したり繰り返したりできるような時間を保障する。 

〈個への支援〉                          

・これまでの作品を展示し、イメージが浮かばない時のヒントにするよ

う声をかける。 

・思いをもっているが、うまく活動できない子どもには、やり方のヒン

トになるようなアドバイスをする。 

・思いを強くもって意欲的に活動している子どもには、活動がより深め

られるように励ます。 

・子どもの願いを受け止め、その願いができるだけ実現できるように一

人一人に応じた支援をしていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・発表によって友達に認められたり、友達のよいところを認めたりでき

るようにする。 
・友達から刺激を受け、自分もやってみたいという次への意欲につなが

っていくようにする。 

花の汁で色水を作っ

てみよう。ぶどうジ

ュースみたいだな。

何の絵を描こうか

な。もっと濃く描い

てみよう。 

たたき染めって、初

めてやるよ。 
面白そうだね。 種を入れて楽器を作

ろう。どんな音がする

かな。 

種を並べて絵を描

いてみよう。ちょっ

と難しいかな。 

評価
〈生活への関心・意欲・態度〉 
花・葉・種を使って、自分がしたいことを決め、準備したり活動

を楽しんだりする。 
〈活動や体験についての思考・表現〉 
花・葉・種を使った遊びを工夫している。 
〈身近な環境や自分についての気付き〉 
花や葉の美しさを残す方法には、様々なものがあることに気付

く。 

 
〈当日の子どもの様子（抜粋）〉  

  コーナーごとに見られた子どもの姿をまとめ、主体的な取組の観点（①興味・関心 ②友達との 
かかわり ③発見・気付き・工夫 ④達成感・充実感）から分類した。 

 
           授業後に子どもが書いた発見カードから 
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＜準備＞ 

・押し花に使うラップ、重しに使う辞書やペットボトル、かぼちゃの種など、各自が考えたものを家から準備してくる。① 
・当日の朝も、登校するとすぐに、「足りないから花を取ってくる。」と言って外に行く。① 

・ぼくは、色水の時を楽しみに待っていました。① 

 

色水あそび 
Ｍ児：色水を袋の上部から透明なプラスチックのコップに移している。 
Ｋ児：「もうちょっと入れよ。」    こぼす。「失敗した。」 
    それを見ていたＯ児が、「切ってやる。」とビニール袋の角をはさみで切ろうとする。が、うまくいかず手で切る。 
Ｙ児：袋からコップに移す方法を教えてもらいにくる。② 
Ｍ児：ビニール袋の角をギザギザばさみで切ってあげる。小さな穴があき、色水が細かい噴水のように出た。再度はさみで切ると、

3つの噴水ができた。   「きれい、ジュースみたい。」 
Ｍ児：もっと大きな穴をあけようとすると、見ていたＯ児が「もったいない。」という。① 
Ｙ児：家で用意してくれた蘭の花をつぶしたりたたいたりすることをためらう。⑤ 
Ｊ児：片付けの時、手に色がついているのを見て、Ｔ児に怪獣の手をしてみせる。そのまま二人で怪獣ごっこのような遊びが始ま

る。が、しばらくすると、二人で「すげー色できた。」とカップを見せ合い、ごっこあそびは終わる。① 
Ｏ児：ビニール袋が切れないと困っているＭ男に気付き、自分のやったようにしてあげる。② 
Ｓ児：コップから色水があふれてしまうと、Ｉ児が一緒に雑巾で拭く。②  
Ｄ児：色水で「できた。」→「もう１個作っちゃおう。」④ 

・最初、どっち（ビニール袋か容器か）にやれば色が出るかなって思ったら、友達がやって色が出るの

を見て私もやった。②  
・Ｙ児とおしろいばなで作って、赤紫色になった。②③ 
・楽しかったよ。みんなで一緒にやってたら。② 
・色水を作った時、黒になるかと思っていたけれどもならなかったよ。③ 
・色水を作っていたら、赤紫から紫になりました。③ 
・色水は水を入れてちゃぽんちゃぽんやんなくても勝手に紫色の水になりました。③ 
・わたしは、（色水を）やったことがないから作ってよかったと思います。④ 
・色水ってご飯の浅漬けをもんでいるみたい。⑤   



 
色水でおえかき 
Ｍ児：色水で絵を描くが、描けない。筆を替えても描けない。友達からやまぶどうを 1粒分けてもらい、指でつぶしてその汁を 

       指につけて描く。「できた。」 ②③ 
    汁のついた指を色水カップの中で洗う。筆につけて描く。「少し出た。」③ 
    もう２粒分けてもらい、同じことを繰り返す。「もっと出た。」③           

・ぼくは色水でお絵かきをしました。楽しかったです。面白かったです。④ 
・色水で絵をかいたけど、楽しかったからいっぱい絵を描いたよ。④ 
・色水で絵を描いたよ。またやってもっとやりたいな。④ 

 
種を使って 
Ｎ児：種で楽器 乳酸菌飲料の容器にビニールテープで割り箸をつけようとするが、押さえつけながらすることが難しく、近く 

にいたＳ児に「これ、持ってて。」と協力してもらう。②       
Ｉ児：種でお絵かきで、自分のイメージ通りにできてニコニコ顔である。④ 
Ｎ児：種で楽器作りで、出来上がるとガシャガシャ音をさせながら歩きまわり友達や先生に見せていた。④ 
Ｉ児：朝顔の種はもったいないとかぼちゃの種を用意する。⑤ 
Ｉ児：種を使ってポップコーンを作る。材料はファーストフードの空き容器と不要になったカレンダーである。⑤ 
           

・思ったより種で遊ぶのが面白かったよ。④ 
・楽しかったことは、ポップコーンが楽しかったです。④ 

押し花 
Ｙ児：台紙が大きく、そこにいっぱいの花や葉を置いてしまったために、ずれてしまう。③ 

 

 
〈主体的な取組の観点から見た子どもの姿〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①興味・関心 

家から必要な物を準備してきたり、活動にすぐに取り組んでいったりなど、興味・関心をもって意欲的に活動していた。また、

色水遊びをしている時に偶然にできた噴水や、手についた絵の具から怪獣をイメージしても、違う活動に移ってしまうことはな

く、目的意識をもって活動していた。 
②友達とのかかわり 

分からない時に教え合ったり、できなくて困っている時に助け合ったりするような友達とのかかわりがあり、友達に支えら 
れることや、友達の工夫や発見に共感しながら楽しそうに活動していた。 
③発見・気付き・工夫 
  自分の失敗経験からの気付きを、次の工夫につなげていた。また、周りの友達のやっていることをよく見たり、会話を聞いたり

することからの気付きが多く見られた。                       
④達成感・満足感 
  自分でやりたいことを決めて、直接的に体験することで、達成感や満足感を感じ、「もっとやりたい。」「次はこうしたい。」など、

次の活動への意欲につなげていた。 
⑤その他 
『ポップコーン』『浅漬け』『もったいない』など、今までの自分の経験や体験からイメージをして物事を考えていた。 

 
〈立案の際、幼稚園とのつながりをもたせたことについて〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

○図工室を使用したこと 
「材料を取りに行きやすかった。」「コーナーを行ったり来たりしやすかった。」「水がこぼれて拭いていても、簡単に始末ができ、

周りの友達の活動に影響することがなかった。」「友達がやっていることがよく見えて、友達とかかわりやすかった。」など、教室

よりも活動しやすかった。  
○ワークシートを使用したこと                             

ワークシートを使って自分の思いを文字化したことで、活動の見通しが立てやすかった。また、ワークシートを家庭に持ち帰

ったことで、家の人と一緒に材料を考えたり準備したりするなど、家庭とつながりをもちながら当日を楽しみに待つことができ

た。 
○経験を調査したこと 

調査することで、色水遊びの経験者が多いことが分かった。そこで、やり方の説明は簡単にすることにした。また、色水遊び

は子どもが一番やってみたい遊びであった。「やったことがあるから安心して取り組める。」「楽しかったからまたやってみたい。」

という思いがあったからではないかと考える。 
○大きな紙に表示したこと 

コーナーの場所や、やり方の説明を、大きな紙に表示したことで、自分の場所や活動の手順がはっきりと分かり、すんなりと

活動に入ることができた。 

○時間の保障 

始業前や休み時間や帰宅後など、生活科の授業以外の時間も利用して材料集めをしておいた。そうすることで、当日の活動時

間を多くとることができた。 
○子どもの実態に合わせる 

次の時間は、遊びを更に深めていったり、広げていったりする予定であったが、遊びにあまり発展性が見られなかった。そこ

で、教師から「たたき染めや色水で描いた絵をしおりにすること」を提示した。すると、しおり作りという新しいことに興味を

もって、意欲的に活動に取り組む姿が多く見られた。 
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【遊びから学習へのつながりについてとらえたこと】 
 幼稚園での遊びから小学校での学習（生活科）のつながりについて子どもの姿からみていくと、次 

のようなことが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幼稚園での遊び                 小学校での学習（生活科） 
            
 共通するところ    違うところ     成長しているところ 

         

個々に興味・関心をもったことを選んで遊
ぶ。 

総合的な活動であるので、個々の興味・関心
が見つけやすい。 

好きな遊びに取り組む中では、系統的に体験
が積み重なっていかないこともある。

朝顔の種まきから新１年生へのプレゼント
までほぼ１年かけた活動で、系統性があり体
験が積み重なっていく。 

興味をもった遊びに長時間取り組むことも
あるが、偶然起こったことに、興味を移し 
ていくこともある。 

偶然に起こったことに興味を移して、少し活
動がずれたとしても、課題から大きくはずれ
ることはない。 

文字が書ける子どももいるが、文字を獲得し
ていない子どももいて、目的意識をもつ手段
として使うことはあまりない。 

文字を使って、ワークシートや発見カードを
書くことによって、自分の思考が整理され、
見通しが立てやすくなる。 

遊びの中で、友達との関係が多くみられ、互
いに刺激し合って遊んでいる。友達とのかか
わりからの学びが多い。 

友達との助け合いや教え合いが多く、友達に
支えられている場面が多い。 

環境に主体的に取り組んでいくことで楽し
いと感じる。 

環境に主体的に取り組んでいくことで楽し
いと感じる。 

自分の体験に結びつけて考える。 自分の体験に結び付けて考える。 

４）

  

 

  

※「自分が興味・関心をもったことに、主体的に取り組んでいくことで楽しいと感じている 
こと」と「自分の体験に結びつけて物事を考えること」は子どもの姿が共通していた。 
※生活科の学習は、幼稚園の遊びと教育の内容や方法に共通点が多い。つながっているという

ことで、1年生の子どもたちが無理なく楽しめる学習である。 
※文字を獲得していることや、体験が系統的に積み重なっていくことについては子どもの姿に

違いが見られた。 
※「課題意識のもちかた」と「友達とのかかわり」については、幼稚園の子どもの姿よりも成

長していると思われた。 
・エリクソンがいう「目的に向かって行動するという徳目が成長してくる。」４）

   
 「知識や技能の獲得が関心事となる。」５）

   
「子どもの対象は家庭から近隣や学校へと広がっていく。つまり、社会

的訓練を受け入れるようになる。」６）

   
といった学童期の発達の姿に少しずつ近づいている姿であると思われる。 
※「遊びから学習へ」の段差は、学童期に入ってくると序々に課題意識や目的意識がもてるよ

うになってくることから子どもの発達に応じた必要な段差であると思われる。子どもがよ
り成長していけるような意味ある段差にしていくことが大切であると考える。 

５）

  

６）

  河合隼雄他『臨床心理学体系第 1集 臨床心理学の科学的基礎』 金子書房 ｐ．200 

- 261 -



 - 262 -

Ⅲ 研究のまとめ 
１ 研究を通して見えてきたこと 
 限られた事例からではあるが、幼稚園と小学校の教師が、互いの生活を知ろうと意識することで互 
いの教育や子どもの実態の共通するところ、違うところ、つながっているところなどがいくつかとら 
えられた。そして、接続を円滑にしていくための教師の援助の在り方が見えてきた。子どもがより成 

長していけるような意味ある段差にしていくためには、学び方や環境の違いによる不安を楽しみに替 

えていくことが大切である。段差を積極的に生かしながら、その子どもにとって高すぎる段差を低く 

したり、指導方法や時間、活動の場などを工夫したりすることで、接続を円滑にしていきたい。 

（１） 「遊びから学習へ」の段差は子どもの発達に応じた必要な段差である 

学童期の子どもたちは、序々に課題意識や目的意識がしっかりともてるようになってくると共に、活

動の見通しが立てられるようになってくる。高い段差としてとらえた「遊びから学習へ」の段差は、こ

の時期の子どもの発達に応じた必要な段差であると考える。 

（２）心理的な段差は主体的な取組を支える教師の援助で低くしていきたい 

「生きる力」をつけていくために、子どもにとって戸惑いを感じるような段差も、ある程度は必要で

あると考える。しかし、乗り越えようとした時に「おなかが痛い」などの問題が起こってくるようなそ

の子どもにとって高すぎる段差については、子どもが安心感をもてるような配慮をすることによって心

理的に低くしていきたい。 

（３）子どもの育ちや経験をつなげていくことが大切である 

抄本や就学前後の教師間の話し合いなどで個々の子どもの育ちや経験を伝え合う。その際、その子ど

もの生活の様子や、好きな遊び、得意なこと、どのような課題があって、どう乗り越えていったかなど

を伝えておくと参考になる。また、互いに幼稚園教育と小学校教育の中での子どもの姿を読み取ること

で、育ちや経験をつなげていきたい。日頃から幼稚園と小学校の教師が気軽に連絡を取り合えるような

関係を作っておくことが大切である。 

（４）家庭と連携していくことが大切である 

自立の方向に向かってはいるものの、親子とも新しい環境に対する不安があるであろうこの時期は、 
家庭との連携が欠かせない。保護者会や面談、お便りなどで、幼稚園や小学校で育てたいことや子ど 
もの様子について伝えると共に、家庭での様子を伝えてもらうなど、学校と家庭が協力し合って子ど 
もを育てていけるようにしたい。 
 以上のような点から、幼稚園と小学校で実際に配慮していることと、事例の分析から得られたことを

合わせると次のような具体的な援助が考えられた。 

 

幼 稚 園 で の 援 助 

 
○「楽しい経験」が積み重なるように 

子どもたちには幼稚園での経験を、小学校においても、新しいことを学んでいく喜びや、自分自身で課題を乗り
越えていく力につなげていってほしい考える。そのためには、自分なりの課題に向かって、納得がいくまで活動し
やすい幼稚園の独自性を生かして、「『できた』という喜びを感じるような経験」や「『頑張ってやればできる』とい
う自己充実感につながるような経験」を多くしていくこと、すなわち「楽しい経験」を積み重ねていくことが大切
である。 

○遊びが深まるように 
子どもは遊びの深まりと共に、「友達とかかわる力」や「考える力」「やり通していく力」をつけていく。子ども
たちが遊びを深めていけるように、遊びの中で個々の子どもが学んでいることを読み取り、主体的な取組ができる
ように環境を準備したり、子どもの思いに沿った援助をしたり、試行錯誤ができる時間を保障したりしていく必要
がある。 
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○学びの形態がつながるように  
就学時健康診断の便りが届く年長の二学期ぐらいから、小学校の学習の環境に少しずつ近づけていくことで、子
どもたちが就学を意識するようにし、少しずつ小学校の生活に慣れるようにしていく。 
・学級やグループで共通の課題に向かって活動する。  
・机と椅子を使った活動を取り入れたりしていく。        
・集まりの時間、片付けの時間、昼食の時間など、時間を意識して行動ができるようにしていく。        
・家庭と連携して、親に頼らないで、自分の思ったことをはっきりと相手に伝えたり、自分のことは自分ででき 
るようにしていく。 

○入学が楽しみに待てるように 
・教師が子どもの成長を見逃さず、皆の前で認めていくことで、子どもは自分の成長の喜びがより感じられるよう
になると考える。修了前には、個々の子どもの「成長したこと」「頑張ったこと」などを皆で話題にしながら成長
の喜びが就学への期待につながるようにしていく。 

・進学先の小学校、買ってもらった机やランドセル、学用品の話などから入学に対する喜びをしっかりと受け止め、
共感していく。 

・大人から得た小学校のイメージ（学校は勉強をするところ、言うことを聞かないと立たされるなど）で、入学へ
の子どものプレッシャーがかからないようにしていく。 
・１年生に関する歌を皆で歌ったり、小学校を話題にしたゲームを行ったりして 1 年生になるという気持ちを高め
ていく。 

・小学校との交流を工夫し、子どもが小学校という場を知ったり、小学生に憧れをもったり、新しいことに期待をも
ったりできるようにしていく。 

(交流の例) 運動会・祭りなどの行事、休み時間・生活科の授業、授業参観、給食試食会など 

 

  小 学 校 で の 援 助       ◎は幼稚園と共通 

 
◎子どもとの信頼関係を作るように 

新しい環境に入った時には、特に教師と子どもとの信頼関係を作ることが大切である。そのために教師は、子ど
もの気持ちに寄り添いながら、できるだけ要求を受け止めたり、温かいまなざしで接していくなど一対一のかかわ
りをもっていくことが大切である。また、「できない」「わからない」と気軽に伝えられるような関係も大切にした
い。 

◎やりたくなるような気持ちがもてるように 
  主体的な取組は、周囲の環境に興味・関心をもつことから始まる。子どもの実態を把握し「何だろう」「面白そ 
う」「やってみたい」と思えるような環境の設定をしていく。 

◎友達とのかかわりがもちやすいように 
子どもが成長していくためには、友達の存在が重要である。学級の中で友達同士が認め合い、教え合い、励まし
合い、許し合えるような学級の雰囲気作りや場作りをしていく。そのためには教師がモデルとなり、一人一人を認
めていくことが大切である。              

○知っていることで安心できるように 
幼稚園で経験した歌や、絵本の読み聞かせ、ゲームなどを取り入れることによって、「それなら知っている」「そ
れならできそう」と安心するようにしていく。 

○気持ちを楽に過ごせるように 
1 年生になったら完璧にできなければいけないと思っている子どもや、自信がもてない子どもに対しては、気持
ちを楽にして過ごせるように、「自分なりのやり方でよいこと」「失敗しても大丈夫であること」を知らせていくよ
うにする。              

○分かりやすくするように 
・手遊びやリズム遊びをしたり人形を使ったりすることで、授業のはじめに集中して教師の話が聞けるようにする。
・具体物を用いたり教材の出し方を工夫したりして視覚に訴え、興味をもって学習に入りやすいようにする。 
・自分の生活と結びつけて考えていけるような投げかけをして、具体的なイメージをもちやすいようにする。 
・ゆっくりと繰り返しながら、時間をかけて指導していく。 
○時間の流れに少しずつ慣れていけるように 

入学当初は、授業の時間を短縮するなど柔軟に考えることにより、小学校の時間の流れに少しずつ慣れていける
ようにする。  

 

２ 今後の課題 
（１）相互理解への意識 

 接続を円滑にしていくためには、互いの教師が子どもの育ちをつなげていこうとする意識をもつこと

が前提になる。 

①年間計画に位置づけられた連携 

子どもにとっては共に学び合えるような連携、教師にとっては互いの教育や子どもの姿について理解

していけるような連携の方法を考え、年間計画の中に位置付けていくことが望まれる。その際、事前事

後の話し合いを十分に行い、実践が積み重なるようにしていきたい。 
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②カリキュラムをつなげる 

幼稚園で培われた力を小学校においても発揮していくためには、カリキュラムにもつながりをもたせ

ていくことが大切である。そのためには、互いの保育・授業を見学し合う、幼稚園教育要領と小学校指

導要領を理解し合う、事例研究をし合うなどで互いの子どもの姿や教育について理解し合うことから始

めていきたい。 

（２）幼・保・小の連携 

地域の幼稚園同士の連携や、幼稚園と保育園が一緒に就学前の教育や小学校との連携についても考 
えていくことが必要である。 
（３）広い視野での連携 

本研究会議では、幼稚園５歳児と小学校１年生を中心に研究を進めてきた。しかし、育ちをつなげ 
ていくためには、幼稚園と小学校の接続部分だけではなく、幼・小・中・高の育ちを見通した連携や、

家庭や地域との連携についても合わせて考えていくことが大切である。 
 

 
最後に、研究を進めるにあたり適切なご助言をいただきました先生方、研究にご支援、ご助言くださ

いました学校教職員の皆様に、心より感謝し厚く御礼申し上げます。 
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